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論文内容の要旨

本論文は通信方式間干渉が存在する場合にアナログ無線通信系とディジタル無線通信系が共存して

いくためのいくつかの最適条件を求めることを目的とし，アナログ系として周波数変調 (FM) 方式，

またディジタル系としては位相変調 (P S K) 方式を考え，これら相互間の通信方式間干渉について

理論解析を行っているものである。ディジタル系では受信誤り率，アナログ系では信号対干渉雑音比

が評価基準として用いられている。

本論文は 6 章から構成されている。

第 1 章では本研究の意義及び本研究対象として特にアナログFM無線系とディジタル PSK無線系

とを取り上げた理由を述べるとともに，無線通信の干渉についていままで行われた研究を概観し，本

研究で採択する解析方法を記述している。

第 2 章では，複数の広帯域FM信号が多相同期PSK信号におよぼす同一チャネル及び隣接チャネ

づレ干渉の影響を解析している。この解析から，アナログFMチャネルから通信方式間干渉を受けるデ

ィジタル PSKチャネルに対するいくつかの最適または適当な運用条件(周波数間隔，帯域幅，電力

など)が明らかにされている。

第 3 章では，多相差動PSK信号がガウス雑音と 1 波の FM干渉源による同一チャネル干渉を受け

た場合の受信誤り率を求め，同じ干渉状況における同期PSK信号誤り率との比較検討を行っている。

第 4 章では，複数の PSK信号が広帯域FM信号におよぼす同一チャネル及び隣接チャネル干渉の

影響について解析している。この解析から，ディジタル PSKチャネルから通信方式間干渉を受ける

アナログFMチャネルに対するいくつかの最適または適当な運用条件(周波数間隔，帯域幅，電力な
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ど)が明らかにされている。

第 5 章では，広帯域FM信号と多相同期PSK信号が同じ無線周波数帯で共存できるための妥協点

について考察している。すなわち，第 2 章と第 4章で得られた結果を総合的に比較検討し. PSK無

線通信系と FM無線通信系との共存のための最適なチャネル設計について検討している。

第 6 章では本論文で得られた主要な結果を総括的にまとめている。

論文の審査結果の要旨

現在，無線通信方式としては，アナログ信号に対しては周波数変調 (FM) 方式，ディジタル信号

に対しては位相変調 (P S K) 方式が多く用いられている。本論文はこの両者の聞に相互干渉がある

ときの干渉妨害に関する理論的解析をまとめたもので その内容を要約すると次の通りである。

(1)広帯域FM信号が多相 PSK信号に及ぼす干渉について解析し その影響を誤り率で評価するー

般式を得ている。また 2個の相異なる中心周波数を有する広帯域FMの多相PSK波に対する干渉

の効果について論じ，各種条件のもとにおける妨害効果の程度を明らかにしている。

(2) 多値差動 PSK信号について，広帯域FM信号による干渉が加えられたときの解析を行い，誤り

率を求め，上述の多相 PSK信号の場合と比較して論じ，一般的には妨害が大きいことを見出して

いる。

(3) P S K信号が広帯域FM信号に及ぼす干渉について解析し，信号対雑音比の劣化によりその妨害

効果を評価している。また各種条件のもとでの干渉について 妨害効果を明らかにしている。

以上のように本論文は，広帯域FM信号と PSK信号との間の干渉による妨害効果を明らかにして

いるもので，その成果は通信工学に寄与するところが大きし」よって本論文は博士論文として価値あ

るものと認める。
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